
道徳の教科化をめぐって
～道徳教科書の中の児童文学～

小学校では来年度から教科としての道徳がスタートします。
その道徳教科書には児童文学作品や“読み物”が少なからず使われています。
これまでの道徳の副読本や国語教科書にそうした作品が使われてきたことと

何が違うのか、書き手としてどう受けとめるのか。
1980 年代の国語教科書への「偏向」攻撃や、戦前の修身教科書なども
振り返りながら、「道徳教科化」の意味を考えたいと思います。

第6回学習会

フォーラム・子どもたちの未来のために

主催：「フォーラム子どもたちの未来のために」　(http://www.f-kodomotachinomirai.com/) 実行委員会
絵本学会、絵本作家・画家の会、童話著作者の会、日本国際児童図書評議会
日本児童図書出版協会、日本児童文学者協会、日本ペンクラブ「子どもの本」委員会

お申し込みは上記各団体、もしくは以下問い合わせ先へ

日本児童図書出版協会 /Mail:kodomo@kodomo.gr.jp TEL 03-3267-3791 FAX 03-3267-5389

講師：藤田のぼる（児童文学評論家・作家）
日時：7月 13日（木）18:00～20:00

場所：日本出版会館 ３階会議室
（神楽坂・出版クラブ隣）

参加費 :1000 円


